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存率は93％。勉強のために全国から医師が集
まるようになりました。
　しかし、今もまだ救えない命があります。広島
大学では、強い自発呼吸が肺を壊してしまうメ
カニズムやその治療法を、動物モデルを用いて
研究しています。また、救急集中治療医は病院
内だけでなく、ドクターヘリ・DMAT（災害医
療）など病院外で活動することも多い職種で
す。この特性を活かし、重症患者搬送にも力を
入れ、さらなる救命率向上を目指しています。
　医療は、人々が笑顔で安心して生活するため
にとても重要です。また、健康診断を受ける、不
摂生を避けるなど、ご自身で健康を守ることも
大切です。しかし、病気やけがで治療が必要に
なった場合には、広島大学病院は、全力を尽く
して皆さんの治療に当たりますので、安心して
生活をしていただきたいと思います。

型コロナウイルス感染症（COVID-19）
の流行で、皆さんは大変な高校生活

を送られたことでしょう。実は、皆さんの多くが
まだ幼かった2009年にも、日本は感染症の脅
威に見舞われたのをご存知ですか？ それは、
H1N1インフルエンザウイルスでした。それま
でインフルエンザは、ちょっと強めの風邪という
認識でした。しかしH1N1インフルエンザでは、
人工呼吸器でも呼吸を維持できないくらいの
重症呼吸不全になる患者さんが多発しました。
　その頃私は、広島大学病院の救急集中治療
科に赴任したばかりでした。目に見えない得体
の知れない感染症に、世界中が恐怖を感じまし
た。ちょうどCOVID-19が流行し始めた頃と似
ていますね。そんな中、体外式膜型肺（ECMO）
という機械を使えば、危篤状態の患者さんでも

救命できるという報告が、海外から入ってきま
した。
　しかし、当時の日本では、ECMOを使用して
も多くの患者さんを救命できませんでした。な
ぜだと思いますか？ それは、ECMO使用中の患
者さんにおける治療の特殊性―治療期間が長
期にわたる重症呼吸器不全では、感染症や合
併症、血栓などへの対応が必要であることや、
心臓・腎臓・脳などへの負担が大きいため全身
管理が重要であることが、当時の日本ではまだ
熟知されていなかったからでした。重要なのは
モノだけでなく、ヒトの育成もだったのです。そ
れから私は、当時ECMO先進国と考えられてい
た米国・英国・スウェーデンで、ECMOのノウハ
ウを修行してきました。広島大学では、同じ志を
持った救急集中治療医たちと協力し、全国の医
師・看護師・臨床工学技士を対象に、ECMO講
習会を繰り返し開催してきました。
　そして、2019年のCOVID-19パンデミックを
迎えました。私たちを含む全国の救急集中治療
医は、この10年間で培ったECMO管理・治療技
術を発揮しました。自施設を超えたネットワーク
を活かして、医療崩壊しかけていた地域の医療
支援活動も行いました。その結果、ECMO管理
を受けた重症COVID-19患者さんの生存率は
65%と、世界でトップレベルの成績を達成する
ことができました。広島大学病院でのECMOの
症例数は全国トップレベルで、直近1年間の生

禽と聞いて何のことなのか、すぐにわ
かる人は少ないかもしれません。家

禽とは、その肉、卵や羽毛などを人が利用する
ために飼育される鳥のことです。代表的な家禽
は、ニワトリ、ウズラやアヒルですね。特に家禽
は、宗教的な制約が少ない動物種であり、世界
中で飼育され、その生産物が利用されていま
す。私たちの研究室では、家禽の中でも最も身
近な、ニワトリやウズラを研究対象に、その免疫
や生殖機能に着目した研究を進めています。中
でも、最新のバイオテクノロジーであるゲノム
編集技術とデータサイエンスを融合した研究
手法により、人と鳥に優しい世界をリードする
家禽研究を展開しています。では以下で、その
研究の一端を紹介しましょう。
　鶏卵は、私たちの食生活の中で欠かすことの
できないものとなっています。一方で、鶏卵は日
本人のアレルギー発症原因食物の第1位となっ
ており、鶏卵が使われている食品を食べること
ができない人が多くいます。見た目では、鶏卵
が使われているとはわからない麺や蒲鉾などの
練りものやワクチンの生産にも使われていて、
アレルギーを起こす人もいます。そこで私たち
は、広島大学で開発されたゲノム編集技術を
使って、鶏卵の中のアレルギーを引き起こすタ

ンパク質（アレルゲン）の一つ「オボムコイド
（OVM）」を作らないニワトリを作出しました。
消費者の皆さんが気になるこの鶏卵の安全性
は、最新のデータサイエンスを取り入れて、証明
しています。
　このような長年にわたる研究では、別の重要
な点にも気づかされます。これが研究を行って
いく上での面白い点でもあります。一つは、動物
福祉の考え方です。鶏卵を生産する会社では、
雌は必要ですが、雄は不要です。そのため、現
在、雄のヒヨコは殺処分が行われています。私
たちは、この対策としてニワトリの雌雄の産み
分け技術や、受精卵の早期雌雄判定技術の開
発に取り組んでいます。ここでも、ゲノム編集技
術を用いた基礎研究の蓄積や工学的な検知技
術とAIを組み合わせた分野を超えた研究を展
開しています。そしてもう一つ重要な点が、感染
症対策です。2022年度は全国で高病原性鳥イ
ンフルエンザが発生したため、1,700万羽以上
の家禽が殺処分されました。この影響で鶏卵不
足が発生し、価格の高騰につながっています。
私たちの研究室では、この問題解決のため、ニ
ワトリの免疫システムの解析を通して、高病原

性鳥インフルエンザに立ち向かうための研究成
果も蓄積中です。
　海水温の上昇をはじめ、急激に変化する地
球環境に対応するため、食糧生産においては
従来型の品種改良ではなく、遺伝子組換えな
どのニューバイオテクノロジーを用いた育種
が必須となる時代が到来しつつあります。消費
者も、科学的な知識をもとに技術の仕組みや
安全性を理解し、判断する力が求められます。
広島大学でも、消費者の皆さんに知見を深め
ていただく機会を提供していますので、ぜひご
活用ください。
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ECMOの膜型人工肺。体内から静脈血を
抜き、表面に微小な孔がたくさんある、中
が空洞になっている細い糸（外径0.2～
0.3㎜）を介して二酸化炭素と酸素の交換
を行い、血液を再び体内に戻す。ECMO
がガス交換機能を代替することで、炎症
を起こした肺を休ませて回復を促す。

作動中の膜型人工肺。重症呼吸不全ではECMOの装着期間が
長くなるため、人工肺を迅速に交換できる医師・臨床工学技士、
血栓・出血などの管理を適切に行える看護師といった熟練のス
タッフの存在が欠かせない。

救急集中治療医は、ドクターヘリなど病院外
で仕事をするための訓練を受ける。救急集中
治療医が診療する患者はプロトコル（あらか
じめ定められている治療手順・計画）がないこ
とも多い。全身を診て必要な手当てを迅速に
判断し行う能力が求められる。

医師や医療従事者の練度や聴感に依存せず、呼吸音を数値で
「見える化」する呼吸音モニタリングシステムを国内医療機器
メーカーとの共同研究で開発した。現在は集中治療室・手術室
の重症患者モニタリング、在宅患者・ホテル療養者の遠隔医療
における開発を進めている。

〈背景写真〉
研究室で誕生した雛。ニワトリの卵は、産卵後7日目には痛覚が発達し始める
とされる。ふ化後の殺処分禁止だけでなく、卵の段階での選別でも苦痛を与
えないよう、早期の雌雄判定技術の開発が求められている。

採卵した日付を卵に書き
入れ、研究室内のふ卵器
で温めてふ化させる。

ゲノム編集とは遺伝子
をハサミのようなツー
ルで切断する技術

アレルゲンを低減した卵（右）。
左は通常の卵。

2系統の品種でOVM遺伝子を持たないニワトリ（黒色と茶
色の雛）を作出。将来的にオリジナルの品種として育種する
ために、異なる品種で作製した。

プリマスロック種 ロードアイランドレッド種

ナノデバイス研究所
高等教育研究開発センター
情報メディア教育研究センター
自然科学研究支援開発センター
森戸国際高等教育学院
保健管理センター
平和センター

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

環境安全センター
総合博物館
北京研究センター
宇宙科学センター
外国語教育研究センター
文書館
スポーツセンター

●
●
●
●
●
●
●

HiSIM※研究センター
両生類研究センター
トランスレーショナルリサーチセンター
防災・減災研究センター
脳・こころ・感性科学研究センター
ゲノム編集イノベーションセンター
デジタルものづくり教育研究センター

●
●
●
●
●
●
●

AI・データイノベーション教育研究センター
IDEC国際連携機構
A-ESG科学技術研究センター
Town & Gown未来イノベーション研究所
PSI GMP教育研究センター
ダイバーシティ＆インクルージョン推進機構
瀬戸内CN国際共同研究センター

学内共同教育研究施設

※HiSIM（Hiroshima-University STARC IGFET Model ）は、広島大学が半導体理工学研究センター（STARC）
と共同で開発した回路設計用トランジスタモデル

原爆放射線医科学研究所
附置研究所

ゲノム科学などの最先端の基礎研究から、再生医
療など高度な臨床展開に至るまで「放射線の人体
影響」の総合的な研究を推進しています。被爆者
の医療を半世紀にわたって行う一方、放射線災
害・医科学領域の研究拠点として、全国の研究
者・医師と活発な共同研究を進めています。

全国共同利用施設

放射光科学研究センター
光速に近い電子が電磁石によって進む方向
を変える時に「放射光」が発生します。この光
は強力で、しかもさまざまな波長を含むこと
から「夢の光」と呼ばれています。本センター
の研究成果は『Nature』や『Science』などの
トップジャーナルに掲載されています。

ECMOと向き合ってきた10年
─救えない命を救うために─

家禽のデジタル育種で
人と鳥に優しい未来を切り開く。

生物生産学部
大学院統合生命科学研究科 教授

堀内 浩幸
HORIUCHI HIROYUKI

応用動物生命科学、免疫生物学
専門研究分野

医学部
大学院医系科学研究科 准教授

大下 慎一郎
OHSHIMO SHINICHIRO

重症呼吸不全、人工呼吸、
体外式膜型肺（ECMO）

専門研究分野

ヨーロッパでは動物福祉の
観点から、採卵用ニワトリの
雄雛の殺処分を禁止する方
向へ動いており、卵の段階で
雌雄を見分ける技術開発が
猛烈に進んでいる。堀内教授
は「鳥類は性染色体の構成が
哺乳類と異なっているため、
まだ基礎研究の段階だが、将
来的には雌雄産み分けの技
術も確立したい」と話す。

もともと救急集中治療医だったのではなく、呼吸器内科を専
門として、長く間質性肺炎（肺胞の間の組織が炎症を起こす
肺炎）を研究してきた大下准教授。「呼吸器内科医は全身を
診る力が必要」という恩師の方針で、高度救命救急セン
ター・集中治療部に配属。その半年後にH1N1インフルエン
ザの流行に遭遇し、ECMOの重要性を経験した。「あと1年配
属が遅ければ今の私はなかったと思う。人生には不思議な
縁があると感じる」と語る。
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第一線の研究を支える、　　特色ある研究施設

100年後にも世界で光り輝く大学へ ▼ ▼ ▼ 世界をリードする研究者
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